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道
路
整
備
に
係
る
予
算
措
置
の
確
保
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

道
路
は
、
県
民
生
活
の
「
安
全
・
安
心
」
の
確
保
や
、
地
域
「
活
力
」
の
創
出
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な

「
発
展
」
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。

特
に
本
県
は
、
平
成
二
十
四
年
九
州
北
部
豪
雨
や
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
、
先
頃
の
平
成
二
十
九
年
九

州
北
部
豪
雨
な
ど
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
度
重
ね
て
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
脅
威

に
も
晒
さ
れ
て
お
り
、
県
民
の
命
を
守
り
、
復
旧
・
復
興
の
鍵
と
な
る
「
命
の
道
」
と
し
て
、
道
路
が
県
民

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
基
盤
施
設
で
あ
る
と
、
改
め
て
強
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
本
県
は
九
州
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
東
、
関
西

や
中
国
・
四
国
方
面
へ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
結
節
点
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
「
九
州
の
東
の
玄
関
口
」

と
し
て
、
全
国
規
模
の
物
流
面
で
の
労
働
生
産
性
の
向
上
（
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
を
含
む
）

や
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
た
地
方
創
生
等
に
正
に
取
り
組
み
つ
つ
あ
り
、
高
速
道
路
網
を
補
完
す
る

地
域
高
規
格
道
路
や
港
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
地
方
道
等
は
、「
活
力
の
道
」「
発
展
の
道
」
と
し
て
、

益
々
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
県
内
道
路
の
整
備
状
況
を
概
観
す
る
と
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
未
改
良
区
間
が
多
く
残
さ
れ
、

災
害
時
の
集
落
孤
立
化
等
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
部
に
お
い
て
も
渋
滞
箇
所
や
歩
道
未
整
備
区
間

が
数
多
く
残
り
、
産
業
活
動
や
市
民
生
活
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
形
が
厳
し
く

ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
多
い
本
県
に
と
っ
て
は
、
老
朽
化
す
る
道
路
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
や
更
新
も
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
予
算
の
下
、
投
資
の
一
層
の
重
点
化
や
ソ
フ
ト
対
策
の
併
用
等
を
図
り
、
効
率
化
に
弛
ま
ず
取

り
組
み
続
け
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
社
会
基
盤
整
備
が
立
ち
後
れ
て
い
る
本
県
で
は
、
ハ
ー
ド
対
策
を
求
め

る
県
民
の
声
が
非
常
に
強
く
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
未
だ
質
・
量
と
も
に
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
道
路
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
い
が
、
国
の
公
共
事
業
予
算
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
地
方
に
と
っ
て
、
今
後
の
計
画
的
か
つ
着
実
な
道
路
整
備
を
進
め
る
に
は
、
予
算

の
確
保
お
よ
び
拡
充
は
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
現
在
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
」
（
以
下
「
道
路
財
特
法
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
高
規
格
道
路
や
交
付
金
事
業
の
補
助
率

等
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
措
置
は
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
創



生
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
時
期
に
補
助
率
等
が
低
減
す
る
こ
と
は
、
地
方
の
努
力
に
水
を

差
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
『
県
民
と
と
も
に
築
く
「
安
心
」
「
活
力
」
「
発
展
」
の
大
分
県
』
の
実
現
に

不
可
欠
な
道
路
整
備
の
推
進
に
、
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

道
路
整
備
に
は
息
の
長
い
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
三
十
年
度
予
算
の
満
額
確
保
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
・
継
続
的
な
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と
。
ま
た
補
正
予
算
に
お
い
て
も
積
極
的
に
措

置
す
る
こ
と
。

二

老
朽
化
す
る
道
路
施
設
の
維
持
管
理
・
更
新
を
適
切
に
行
う
た
め
、
必
要
な
予
算
を
安
定
的
・
継
続
的

に
確
保
す
る
こ
と
。
加
え
て
地
方
へ
確
実
な
財
源
措
置
を
図
る
こ
と
。

三

道
路
財
特
法
の
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
度
以
降
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
道
路
整
備
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
更
な
る
拡
充
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
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